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ご
あ
い
さ
つ

高
知
県
知
事

尾
﨑
　
正
直

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館

は
、
多
く
の
県
民
有
志
の
皆
様
が
、

龍
馬
生
誕
１
５
０
周
年
を
契
機
に

龍
馬
の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
で
募
金
活
動
を

開
始
さ
れ
、そ
の
思
い
が
結
実
し
、平
成
３
年
11
月
に
開
館
し
ま
し
た
。

そ
し
て
開
館
よ
り
27
年
目
を
迎
え
、
ま
た
明
治
維
新
１
５
０
年
と
い

う
節
目
の
年
で
あ
る
本
年
の
４
月
21
日
、
新
館
の
整
備
と
既
存
館
の

リ
ニュ
ー
ア
ル
が
完
了
し
、
い
よ
い
よ
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
す
。

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
坂
本
龍
馬
記
念
館
は
、「
龍
馬
と
“
心

通
わ
す
”」
を
テ
ー
マ
に
本
物
の
資
料
を
収
蔵
・
展
示
で
き
る
“
博

物
館
と
し
て
の
機
能
”
を
備
え
た
新
館
と
、「
龍
馬
と
“
遊
ぶ
”」

を
テ
ー
マ
に
既
存
館
を
一
新
し
、
映
像
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
効

果
的
に
活
用
し
た
“
体
験
型
展
示
”
を
備
え
た
本
館
の
二
館
に
よ

り
龍
馬
の
功
績
や
人
柄
を
深
く
存
分
に
体
感
で
き
る
一
層
魅
力

的
な
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

県
で
は
、
昨
年
３
月
４
日
よ
り
開
催
し
て
お
り
ま
す
「
志
国
高

知 
幕
末
維
新
博
」
の
第
二
幕
を
坂
本
龍
馬
記
念
館
の
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
開
幕
し
、
引
き
続
き
本
県
の
魅
力
を
満

喫
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

メ
イ
ン
会
場
の
一
つ
で
あ
る
坂
本
龍
馬
記
念
館
に
お
い
て
は
、

龍
馬
の
直
筆
の
手
紙
を
は
じ
め
、
幕
末
維
新
期
の
貴
重
な
資
料

を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開
催
す
る
な
ど
龍
馬
の
魅
力
を
積
極
的

に
発
信
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
契
機
と
し
て
、「
志
国
高
知 

幕
末
維
新
博
」

を
一層
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、「
龍
馬
の
殿
堂
」
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
施
設
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
に
高

知
へ
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記
念
館
の

再
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館

館
長
　
髙
松
　
清
之

い
よ
い
よ
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
の

日
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

博
物
館
仕
様
の
新
館
が
加

わ
っ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
今
後

の
記
念
館
の
運
営
に
求
め
ら
れ

る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
変
化
し

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

龍
馬
を
巡
る
逸
話
の
中
に
、長

刀
か
ら
短
刀
へ
、
短
刀
か
ら
ピ
ス

ト
ルへ
、そ
し
て
、武
器
か
ら
万
国

公
法
（
学
問
）へ
と
い
う
も
の
が

あ
る
。時
勢
に
適
応
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。

記
念
館
に
と
っ
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
や
や
り
方
に
拘
泥

す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
変
化

を
恐
れ
、
因
循
す
る
こ
と
な
く
、

新
た
に
求
め
ら
れ
る
ミ
ッ
シ
ョン
に

真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く

気
概
と
実
践
が
問
わ
れ
る
こ
と

を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

順
序
が
違
う
の
で
は
、と
の
指

摘
も
あ
り
そ
う
だ
が
、「
新
し
い

革
袋
」に
盛
り
込
む
べ
き
「
新
し

い
葡
萄
酒
」の
用
意
が
急
が
れ
る
。

職
員
一
同
腹
を
括
っ
て
の
船

出
と
し
た
い
。

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に

あ
た
っ
て

（
公
財
）
高
知
県
文
化
財
団

理
事
長
　
浜
田
　
正
博

い
よ
い
よ
待
望
の
博
物
館

機
能
を
備
え
た
新
館
と
リ

ニュー
ア
ル
し
た
本
館
が
こ
の

４
月
21
日
に
オ
ー
プ
ン
い
た

し
ま
す
。こ
の
新
館
の
建
設

に
よ
り
ま
し
て
、他
館
か
ら

本
物
の
資
料
を
借
り
受
け

る
こ
と
も
容
易
に
な
り
、本

格
的
な
企
画
展
が
展
開
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

従
来
は
、入
館
者
の
大
多

数
が
県
外
の
観
光
客
の
方

で
し
た
が
、興
味
を
掻
き
立

て
る
企
画
展
の
実
施
に
よ

り
、龍
馬
に
関
心
を
お
持
ち

の
県
内
の
方
々
に
も
多
数

入
館
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

文
化
財
団
と
し
て
も
こ
の

よ
う
な
立
派
な
施
設
を
積

極
的
に
活
用
し
、入
館
者
の

増
加
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
坂
本
龍
馬
記
念

館
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係

者
や
地
元
の
皆
様
に
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

4月21日（土）

グランドオープンします！
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新
し
い
船
出
を
迎

え
る
記
念
館
は
、新
旧

二
つ
の
建
物
か
ら
成

り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
特
色
と
魅
力
に

つ
い
て
、簡
単
で
は
あ

り
ま
す
が
こ
こ
に
紹

介
い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
新
築
さ
れ

た
建
物
を
「
新
館
」
と

呼
び
ま
す
。
新
館
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
本

格
的
な
博
物
館
機
能

を
備
え
た
施
設
で
す
。

中
に
は
三
つ
の
展
示
室
が
あ
り
ま
す
。
常
設
展

示
室
は
、
坂
本
龍
馬
の
事
績
を
体
系
的
に
紹
介

す
る
、
当
館
の
柱
と
な
る
展
示
室
で
す
。
広
い

展
示
室
を
使
っ
て
、
じ
っ
く
り
と
余
す
こ
と
な

く
龍
馬
の
生
涯
を
紹
介
し
ま
す
。
同
じ
く
常
設

の
ジ
ョ
ン
万
次
郎
展
示
室
で
は
、
そ
の
名
の
通

り
万
次
郎
ゆ
か
り
の
品
々
を
紹
介
し
ま
す
。
コ

ン
パ
ク
ト
な
空
間
い
っ
ぱ
い
に
、
万
次
郎
の
魅

力
が
詰
め
込
ま
れ
ま
す
。
企
画
展
示
室
で
は
、

年
間
四
、五
回
の
企
画
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
個

性
豊
か
な
企
画
展
に
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

既
存
の
建
物
は
「
本
館
」
と
呼
び
ま
す
。
個

性
的
な
外
観
は
そ
の
ま
ま
に
、
内
部
は
従
来
の

装
い
を
一
新
し
ま
す
。
映
像
や
音
声
な
ど
を
駆

二
つ
の
館
で
、

龍
馬
を
学
ぼ
う
、龍
馬
と
遊
ぼ
う

～
新
館
・
本
館
の
紹
介
～

個性的な外観の本館（手前）の隣に
落ち着いた佇まいの新館（奥）が並ぶ

　

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
は
、
昨
年
4
月
か
ら
1
年
間
の
休
館

を
経
て
、
新
館
建
設
と
本
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
終
え
、
い
よ
い

よ
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
開
館
27
年
に
し
て
、
記
念
館
の
歴

史
は
大
き
な
扉
を
押
し
開
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
４
０
０
万
人
近
い
入
館
者
の
方
た
ち
、

記
念
館
を
見
守
り
応
援
し
て
く
だ
さ
る
多
く
の
関
係
者
が
い
ま
し
た
。

そ
の
方
た
ち
を
代
表
し
て
、
11
名
の
方
か
ら
祝
辞
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。	

（
敬
称
略
）

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館

い
よ
い
よ
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
！

静
と
動
の
妙
味

博
物
館
仕
様
の
新
館
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
館
の
本
館 

面
積
も
2
倍
に

未来を担う青少年のために
龍馬生誕150年記念事業実行委員会委員長

澤村 拓夫
時恰も明治維新150年という節目の年

に龍馬記念館がオープンされるという、
何ともよろこばしい年であることか…。

この原動力は何といっても歴代館長は
じめ学芸員スタッフ方々の自由な発想のもと新機軸を打ち出し、
龍馬の魅力を発信し続けた努力があったからこそ行政の理解
を実現したことには誰も異論はなかろう。振り返って本館建設時
の理念は未来を担う青少年に軸足を置き龍馬のような壮大なロ
マンを求め、郷里に誇りを持ち、地域活性化の推進力となれる
ような人にとの願いを込めた「館づくり」だったように思う。

新館が完成されたことにより、観光拠点としての価値は益々
増巾され、両館の充実した機能を活かされ、内外の来館者
に新たな感動と満足を提供出来るよう、そして本館建設時の
理念も活かされるよう研きをかけられ、 観光のシンボルとし
て発展されることを心から祈っています。

笑顔で温かい記念館に
女優

小林 綾子
坂本龍馬記念館グランドオー

プンおめでとうございます。
龍馬の人となりや時代、 歴

史を体験出来る新しく生まれ
変わった本館と、蔵のようにどっしりとした本格的博
物館の新館。性格分けされた「動」と「静」の展示は、
きっと歴史ファンだけではなく、更に沢山の人々の心
をワクワク楽しませてくれることと思います。

私も以前、記念館から桂浜を眺めた時、ふと龍馬
の熱い想いが伝わってくるのを感じたことがありました。

龍馬の生き様や強い志には、時代を越えた尊
敬や憧れがあり、今も尚、多くの人の心を捉え
魅了し続けています。

これからも龍馬の偉大さや魅力を発信すると
共に、人と人との心を繋ぐ笑顔に囲まれた温か
い記念館となりますよう心から願っています。

龍馬の功績・
意志を伝えて
高知市長

岡﨑 誠也
高知県立坂本龍馬記念

館のグランドオープンを心
からお慶び申し上げます。

坂本龍馬記念館は、1991年の龍馬の誕生日
に桂浜公園に開館して以来、「龍馬への入り
口・殿堂」として、国内外の龍馬を敬慕する
人々から愛されてまいりました。

桂浜と龍馬像、そして雄大な太平洋ととも
に、かけがえのない歴史・文化・観光資源と
して、これからも龍馬の功績や意志を伝えて
いただきたいと思います。

最後に、高知県立坂本龍馬記念館の今後ま
すますのご発展をお祈り申し上げ、お祝いの
言葉といたします。

「龍馬の殿堂」
世界に発信
高知県議会議長

土森 正典
高知県立坂本龍

馬記念館のグラン
ドオープンを心か

らお喜び申し上げます。
明治維新150年の節目の今年に新館の

整備と本館のリニューアルが完了し、新
館では重要文化財等の貴重な資料の展
示が、 また、 本館では映像や音声を活
用した体験型展示が可能となりました。

今後、 坂本龍馬先生の功績や人柄を
より深く、より楽しく学べ、先生と心
を通わすことのできる「龍馬の殿堂」の
魅力が世界に発信されることを御期待
申し上げます。

未来へ
動き出す！
演歌歌手

三山 ひろし
この度は高知

県立坂本龍馬記
念館のグランド

オープン、誠におめでとうございます。
明治維新150年という節目の年にグラン

ドオープンする事がとても感慨深いです。
そして、私も当日は維新博第２幕の開

会式に参加させて頂き大変に光栄です。
私自身も歌手デビュー10周年の節目を

迎え、新曲「いごっそ魂」を頂きました。
まさに坂本龍馬さんの生き様を描

いた一曲です。
三山ひろしと皆様との歯車が合い、

動き、これから未来へ動き出す！
そんな気がします。
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使
し
た
八

つ
の
コ
ー

ナ
ー
で
、

勝
海
舟

と
の
出
会

い
、
薩
長

同
盟
、
船

で
の
活
躍

な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
龍
馬
の
生
涯
が
学
べ
ま

す
。
歴
史
の
専
門
的
な
話
が
あ
ま
り
得
意
で
は

な
い
方
、
ま
た
小
さ
な
お
子
様
に
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
龍
馬
が

生
き
た
時
代
、
そ
し
て
龍
馬
の
生
涯
を
、
心
ゆ

く
ま
で
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
館
の

地
下
二
階
は
「
幕
末
写
真
館
」
で
、
龍
馬
ゆ
か
り

の
人
物
や
、
同
時
代
を
生
き
た
人
物
の
写
真
を

一
堂
に
集
め
ま
し
た
。
等
身
大
に
近
い
写
真
か

ら
は
、
そ
の
人
と
な
り
ま
で
も
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
で
す
。

面
積
は
従
来
の
お
よ
そ
倍
と
な
り
ま
し
た
が
、

内
容
は
そ
れ
以
上
に
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
と

自
負
し
て
い
ま
す
。
新
生「
龍
馬
の
殿
堂
」へ
、学
び
、

遊
び
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。	

髙
山
　
嘉
明

「薩長同盟」のコーナーでは、龍馬が大きな
役割を果たした薩長同盟について、映像をま
じえて分かりやすく解説する

動線にも工夫を凝らした八つのコーナーで、
来館者の好奇心をかき立てる

質量ともにスケールアップ
高知桂浜郵便局長

大﨑 隆徳
桂浜郵便局へ赴任した平成11

年夏。 記念館から見える太平洋
の美しさに感動したのを昨日の
事のように思い出します。 一代

目館長は小椋さん、 温厚な人柄で元アナウンサーだ
けに引き込まれるような話ぶりでした。 二代目館長
の森さん、 凄い行動力で新しい事に次々挑戦される
方でした。三代目館長の髙松さん、お酒が好きで話
好き、一緒にいると楽しくなる方です。歴代館長の
雰囲気がその時代の坂本龍馬記念館を彩ってきたよ
うに思います。

今回記念館がグランドオープンで質量ともにス
ケールアップされます。 誰よりも私が楽しみにして
います。記念館の益々のご発展をお祈り申し上げます。

えいもんができた！

株式会社丹青社 文化空間事業部

津野 仁志

グランドオープン
おめでとうございま
す。高知に生まれ育っ

た後、 全国の文化施設の展示に携わった
私にとって、 この計画は特別でした。 幼
少の頃「坂本龍馬と言う偉い人がおっての
～」と聞かされ自慢に思ったのを覚えてい
ます。 そこで私は子供たちに龍馬を通じ
て郷土の誇りを育む事を使命の一つと感
じ、計画を進めました。

展示を見て龍馬を知るきっかけになり、展
望室で太平洋を見下ろし、 その先の水平線
から世界を感じる！えいもんができました。

龍馬のように！
高知市立浦戸小学校 校長

藤田 由紀子
グランドオープンおめで

とうございます。
地元浦戸小学校よりお祝

い申し上げます。
本校は、龍馬のように夢・絆・志を持って「未

来をひらく子」の育成を目指した教育活動に取
組んでいます。

昨年は記念館のご協力のもと、全学年が龍馬
について学習をしました。龍馬の人柄と行動を
知ることによって、1人ひとりが「龍馬のように
友達を大切にできる人になる」等自分のなりた
い姿を見出すことができました。

子ども達は新しい記念館で龍馬に会う日を楽
しみに待っています。

本館と新館が対になる
建築デザイン
石本建築事務所
プリンシパルアーキテクト/
新館設計者

能勢 修治
新館建設の目的は、重要文化財

の展示・ 収蔵機能を持つことで
ある。そのため新館は展示室と収蔵庫を2重の外壁と
屋根で守り、万が一にも漏水を起こさない計画とした。
開放的な本館に対し、 閉鎖的で落ち着いた色調の炻
器質タイルで覆われた新館は対極の表現となる。 海
側に大きく吊り構造で跳ねだす本館に対し、 新館は
来館者のアプローチとなる山側に向かって大きく跳
ねだし、 そこが坂本龍馬記念館の新しいエントラン
スとなる。

来館者には本館と新館の建築デザインの違いを楽し
んで頂きたい。

末永く親しまれるように
ワークステーション/一級建築士事務所/
本館及びリニューアル設計者

高橋 晶子
いよいよグランドオープ

ンですね！
地元有志の募金で建設し

1991年高知県に寄付されてから現在まで、記念
館が大きく成長、発展されたことを心からお祝
い申し上げます。

文化財級の資料を収蔵、展示する新館は、本
館と高さを揃えて並んで建ちながら、ガラス張
りの本館とは対照的な、石垣のようなどっしり
した建築です。大海を見晴らす場所の体感をそ
のまま龍馬のイメージに重ねた本館、時を超え
て龍馬の息遣いを感じる新館。今後も末永く多
くの方に親しまれますように。

龍馬研究の
総本山を目指して

京都国立博物館 上席研究員
/
坂本龍馬記念館リニューア
ル基本構想検討委員会・委
員長

宮川 禎一
歴史を歴史学とし

て理解するのではなく「人間を通じて知
るべきだ」 が筆者の主張です。 日本史の
中で坂本龍馬ほどそれに相応しい人間は
いないでしょう。 複雑きわまる幕末史も
龍馬を通じて視ることが理解を深めるは
ずです。 坂本龍馬記念館のグランドオー
プンにあたり幕末維新史の研究拠点とな
るべく今後も史料の調査・ 収集・ 研究そ
して展示公開をより一層進めていただき
たいと思います。大いに期待しております。
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【
趣
旨
】

全
国
に
遺

さ
れ
た
龍
馬

の
手
紙
は
、

い
く
つ
か
の

系
統
に
別
れ

る
。
最
も
有

名
な
も
の
は
、

京
都
国
立
博

物
館
が
所
蔵

し
て
い
る
坂

本
家
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
も

の
で
、
国
の

重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
そ

の
他
、
ま
と

ま
っ
て
遺
さ

れ
て
い
る
の
は
、
木
戸
孝
允
に
宛
て

た
手
紙
を
宮
内
庁
書
陵
部
が
所
蔵
し

て
い
た
り
、
三
吉
慎
蔵
や
伊
藤
助
大

夫
な
ど
龍
馬
ゆ
か
り
の
人
物
の
ご
子

孫
が
所
蔵
し
た
り
し
て
い
る
。

今
回
展
示
す
る
土
佐
に
遺
さ
れ
た

手
紙
は
、
土
佐
出
身
志
士
の
望
月
清

平
や
池
内
蔵
太
ら
の
ご
子
孫
が
所
蔵

し
て
い
た
も
の
や
、
坂
本
家
の
親
戚
で

あ
る
弘
松
家
に
遺
さ
れ
て
い
た
手
紙

な
ど
様
々
で
あ
る
。
ま
た
、大
政
奉
還

二
日
前
に
後

藤
象
二
郎
へ

送
っ
た
手
紙

は
、
太
平
洋

戦
争
で
原
本

が
焼
失
し
た

と
思
わ
れ
て

い
た
が
、
奇

跡
的
に
草
稿

が
安
田
町
出

身
の
個
人
宅

に
遺
さ
れ
て

お
り
、
現
在

当
館
が
所

蔵
し
て
い
る
。

安
田
町
は
龍

馬
の
長
姉
・

千
鶴
が
嫁
い

だ
高
松
家
が

あ
っ
た
り
、海
援
隊
士
の
石
田
英
吉
の

出
身
地
だ
っ
た
り
、龍
馬
に
ゆ
か
り
が

深
い
場
所
で
大
き
な
縁
を
感
じ
る
。

さ
ら
に
、
大
政
奉
還
１
５
０
年
の

節
目
の
年
に
は
、
通
称
「
新
国
家
」
の

手
紙
や
「
大
笑
い
」
の
手
紙
が
相
次
い

で
見
つ
か
り
、
高
知
県
が
発
表
し
た
。

こ
れ
ら
、
土
佐
に
遺
さ
れ
た
手
紙

は
、
京
都
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る

家
族
宛
て
と
比
べ
る
と
、
ユ
ー
モ
ア

に
は
欠
け
る
も
の
の
、
国
の
た
め
に

尽
力
す
る
龍
馬
の
熱
い
思
い
が
溢
れ

て
お
り
、
龍
馬
の
「
志
」
を
考
え
る

上
で
非
常
に
重
要
な
内
容
が
多
い
。

ご
子
孫
が
受
け
継
ぎ
、
土
佐
に
遺

る
べ
く
し
て
遺
さ
れ
た
手
紙
と
、
縁

が
あ
っ
て
土
佐
に
遺
さ
れ
た
手
紙
。

ど
れ
も
貴
重
な
も
の
ば
か
り
で
、
新

館
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
展
示
に
相
応
し

新
館
で
初
め
て
の
企
画
展
示
を　

高
知
に
伝
わ
る
「
龍
馬
の
手
紙
」
が
大
集
合
！

『
土
佐
に
遺
さ
れ
た
龍
馬
の
「
志
」

︱
国こ

っ

か家
之の

御お

ん

た

め為
日
夜
尽
力
罷ま

か
り
あ
り
そ
う
ろ
う

在
候
︱
』
展

4
月
21
日（
土
）～
７
月
９
日（
月
）

い
内
容
の
手
紙
が
揃
う
。

�

三
浦
　
夏
樹

【
展
示
書
簡
】

乙
女
・
お
や
べ
宛　

文
久

３
年
秋
頃　

推
定
（
弘

松
家
寄
託
）
／
坂
本
権

平
宛　

慶
応
3
年
6
月

24
日
（
同
）
／
乙
女
宛　

慶
応
3
年
4
月
7
日（
中

村
家
寄
託
）
／
後
藤
象

二
郎
宛　

慶
応
3
年
11

月
（
秦
家
寄
託
）
／
坂
本

権
平
一同
宛　

慶
応
2
年

12
月
4
日
／
後
藤
象
二

郎
宛　

慶
応
3
年
10
月

13
日
（
草
稿
）
／
龍
馬
書

簡　

中
根
雪
江
宛　

慶

応
3
年
11
月
10
日
（
個

人
所
蔵
）／
権
平
・
乙
女
・

お
や
べ
宛　

慶
応
元
年
9

月
7
日（
高
知
県
立
歴
史

民
俗
資
料
館
所
蔵
）
／

林
謙
三
宛　

慶
応
3
年

11
月
10
日
、
11
日
（
同
）

　
　

他

【
記
念
講
演
会
】

『
坂
本
龍
馬
と
幕
末
の
長
崎
』

織お
り

田た

毅た
け
し

氏

シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
館
長（
長
崎
）

6
月
9
日
（
土
） 

14
時

記
念
館
ホ
ー
ル（
１
２
０
人
）

＝
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

副題となった「国
こ っ か

家之
の

御
おんため

為～」のある慶応 3 年 6 月 24 日、坂本権平宛て
龍馬書簡

「新国家」の言葉が見られる慶応 3 年 11月 10 日、中根雪江宛て龍馬書簡

訃 

報龍
馬
の
子
孫
・
坂
本
直
寛
の
孫　

土
居
晴
夫
氏
ご
逝
去

土
居
晴
夫
さ
ん
が
、

2
月
16
日
に
愛
知
県
清

須
市
で
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。
94
歳
で
し
た
。

土
居
さ
ん
は
坂
本
一
族

の
系
譜
研
究
第
一
人
者
と
し
て
、
長
年
研
究
や
著
述
を

続
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
知
市
丹た
ん

中ち
や
ま山
の
坂

本
家
墓
所
の
保
全
整
備
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

土
居
さ
ん
は
龍
馬
の
甥
・
坂
本
直
寛
の
次
男
・

勝
清
さ
ん
と
艶
子
さ
ん
の
次
男
と
し
て
、
大
正
12

（
１
９
２
３
）
年
5
月
、
神
戸
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

兄
と
弟
二
人
は
夭
折
。
弟
・
哲
夫
さ
ん
と
二
人
兄
弟

で
育
ち
ま
し
た
。
神
戸
市
職
員
時
代
に
ご
自
身
の
出

自
で
あ
る
龍
馬
と
の
関
係
な
ど
に
興
味
を
持
た
れ
、

仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
坂
本
家
の
系
譜
研
究
に
没
頭

さ
れ
ま
し
た
。「
も
っ
と
早
う
坂
本
家
の
こ
と
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
ら
、ま
だ
生
き
と
る
人
も
身
内
の
話
も

い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の
に
な
あ
」
と
い
う
の
が
口
癖
で
、

鉄
道
と
歌
舞
伎
を
愛
し
た
人
生
で
し
た
。

私
は
た
ま
た
ま
、
亡
く
な
る
数
日
前
に
清
須
市
の

施
設
に
い
る
土
居
さ
ん
を
訪
ね
て
い
ま
し
た
。
そ
の

時
は
ベ
ッ
ド
で
上
体
を
上
げ
た
ま
ま
、
2
時
間
半
お

話
を
さ
れ
ま
し
た
。
先
に
逝
か
れ
た
弟
・
哲
夫
さ
ん

の
話
に
な
る
と
「
か
わ
い
そ
う
や
っ
た
」
と
涙
ぐ
む
場

面
も
。
し
み
じ
み
と
し
た
語
り
口
で
し
た
。

「
ま
だ
ま
だ
書
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。小
冊
子
で
も
え
え

か
ら
出
版
し
た
い
」と
おっ
し
ゃって
い
た
の
に
、残
念
で
す
。

土
居
さ
ん
、
長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
心
よ

り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。�

前
田
　
由
紀
枝



学
芸
員
の
視
点 前田　由紀枝

個人所蔵者から龍馬書簡等の寄贈
坂本龍馬、坂本直らの新しい顔が見える史料

5・龍馬記念館だより

寄
贈
の
龍
馬
書
簡
に
つ
い
て

こ
の
手
紙
は
、今
ま
で
坂
本
直
と
坂
本
直
寛
の
姉・

茂
の
嫁
ぎ
先・弘
松
家
に
残
る
写
本
（
澄
心
斎
写
し
）

で
の
み
確
認
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
そ
の
真
筆
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
は
大
き
な
驚
き
で
し
た
。

龍
馬
は
「
こ
の
手
紙
を
も
し
親
類
の
人
に
で
も

見
せ
る
な
ら
誰
か
に
書
き
取
ら
せ
た
も
の
を
見
せ

て
ほ
し
い
。
原
本
は
必
ず
乙
女
姉
さ
ん
の
元
に
納

め
て
ほ
し
い
」
と
懇
願
し
て
い
ま
す
。
乙
女
は
そ

れ
を
守
っ
て
大
切
に
し
た
は
ず
で
す
。

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
の
ご
報
告
に
な
り
ま
す
。

昨
年
夏
、
当
館
に
朗
報
が
あ
っ
た
こ
と
を
ご

存
知
の
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
北
海
道
に
い

る
個
人
の
方
か
ら
当
館
に
「
慶
応
2
年
12
月
4

日
付
・
兄
権
平 

一
同
宛
て
龍
馬
書
簡
」
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と

心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

そ
の
後
大
正
2
（
１
９
１
３
）
年
末
、

北
海
道
・
釧
路
に
い
た
坂
本
家
は
隣

家
か
ら
起
こ
っ
た
大
火
で
被
災
し
ま

す
。
当
時
の
当
主
・
坂
本
弥
太
郎
は
、

こ
の
手
紙
あ
る
い
は
坂
本
家
に
あ
っ
た

こ
の
手
紙
の
写
し
の一
部
を
「
焼
失
せ

る
也
」
と
書
き
記
し
た
た
め
、
釧
路

の
火
災
で
焼
失
し
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

12
月
4
日
は
、
龍
馬
が
21
歳
の
と

き
亡
く
な
っ
た
父
・
八
平
の
命
日
。

慶
応
2
年
同
日
の
龍
馬
は
い
よ
い
よ

土
佐
藩
参
政
後
藤
象
二
郎
と
手
を
結

び
、
大
政
奉
還
な
ど
時
代
の
転
換
期

へ
向
か
お
う
と
画
策
し
て
い
る
こ
ろ

で
す
。
長
崎
小
曽
根
邸
に
お
い
て
1

年
を
振
り
返
っ
て
兄
や
家
族
に
手
紙

を
3
通（
１
～
３
）を
認
め
て
い
ま
す
。

１　

今
回
の
手
紙
＝
坂
本
権
平
、

一
同
宛　

慶
応
2
年
の
報
告
と
記
録
。

半
紙
捲ま

く

り
6
枚
、約
２
，４
０
０
字
で
、

全
体
の
約
3
分
の
１
で
す
。
図
入
り

の
長
い
手
紙
で
、
全
て
が
そ
ろ
え
ば
6

メ
ー
ト
ル
近
く
に
な
り
ま
す
。半
紙
18

枚
の
う
ち
の
6
枚
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

２　

姉
乙
女
宛
＝
薩
摩
・
新
婚
旅

行
の
報
告
と
い
わ
れ
る
も
の
（
京
都

国
立
博
物
館
所
蔵
）

３　

兄
権
平
宛
＝
「
私
が
国
難
に

臨
む
と
き
に
は
家
宝
の
甲
冑
か
、
宝

刀
を
分
か
ち
与
え
て
い
た
だ
き
た

い
」と
い
う
願
い
文
。
写
し
の
み（
弘

松
家
文
書
、
原
本
不
明
）。

寄
贈
い
た
だ
い
た
6
枚
の
手
紙
は
、

1
枚
目
か

ら
5
枚
目

ま
で
は
話

の
途
中
な

が
ら
連
続

し
て
つ
な

が
っ
て
お

り
、
最
後

の
1
枚
に

は
伸
び
や

か
に
書
か

れ
た
「
龍
馬
」
の
署
名
が
見
え
ま
す
。 

（
写
真
①
）
海
戦
図
1
枚
を
除
い
た
残

り
11
枚
の
行
方
を
知
り
た
い
も
の
で
す
。

坂
本
直
関
係
史
料
・
百
点
余
も
寄
贈

合
せ
て
、
同
じ
所
蔵
者
か
ら
、
龍

馬
の
甥
で
龍
馬
の
跡
を
継
い
だ
坂
本

直
（
旧
姓･

髙
松
太
郎
）
関
係
史
料

も
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
直
宛

て
の
手
紙
を
中
心
と
し
て
お
り
、
資

料
の
少
な
か
っ
た
直
に
つ
い
て
の
研

究
が
進
む
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

内
容
は
、
幕
末
か
ら
明
治
20
年
代

頃
ま
で
の
も
の
で
、
龍
馬
関
係
（
望

月
亀
弥
太
、
廣
井
磐
之
助
、
淡
海
槐

堂
ら
）▽
海
援
隊
関
係（
千
屋
寅
之
助
、

新
宮
馬
之
助
、
佐
柳
高
次
、
石
田
英

吉
、
長
岡
謙
吉
ら
）
▽
直
の
箱
館
府

勤
務
時
代
外
交
関
係
▽
土
佐
出
身
者

（
土
方
直
行
、
大
橋
慎
、
島
本
仲
道
、

細
川
潤
次
郎
ら
）
▽
直
寛
か
ら
の
書

簡
な
ど
に
な
り
ま
す
。
数
少
な
い
龍

※端末の環境により、イメージが認識されるまでに時間がかかる場合や、
正常に動作しない場合があります。

※本コンテンツは2018年６月30日まで閲覧可能です。

① 右のＱＲコードから無料アプリ「ＣＯＣＯＡＲ２」をダウンロード　
② アプリを起動し　　  マークのついた写真にスマホをかざす

飛騰の紙面にスマホをかざして動画を見よう！ 視聴方法は簡単！

馬
宛
書
簡
（
望

月
亀
弥
太
よ
り
・

前
欠
）
や
最
後

だ
と
い
わ
れ
る
仇

討
を
遂
げ
た
廣

井
磐
之
助
の
手

紙
も
貴
重
で
す
。

メ
キ
シ
コ
移
住

を
考
え
て
い
た

弟
・
直
寛
か
ら
直

宛
て
の
手
紙
（
写

真
②
）
も
あ
り
、「
我
ら
基
督

教
徒
と
し
て
何
を
為
す
へ
き
か

ハ一大
問
題
に
し
て
且
神
に
由

て
之
を
解
く
の
み
、小
弟
も
既

に
四
十
を
過
て
モ
ー
ゼ
も
此

年
に
於
て
志
を
決
行
せ
り
…
」

「
メ
キ
シ
コ
移
住
の
件
多
分
都

合
宜
し
く
貴
兄
ハ
専
心
此
の

事
業
ニ
従
事
す
る
を
以
て
天

職
と
し
て
は
如
何
」と
い
う
記

述
も
興
味
深
い
も
の
で
す
。

直
関
係
史
料
の
一
部
は
、

安
田
ま
ち
な
み
交
流
館
・
和

（
安
芸
郡
安
田
町
）
で
2
月

に
公
開
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
来
歴
の
明
白
な

貴
重
史
料
で
す
。こ
れ
ら
を
永

く
大
切
に
保
管
管
理
し
、ま
た

展
示
公
開
す
る
な
ど
し
て
、龍

馬
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ご
寄
贈
者
に
対
し
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。

①龍馬書簡・慶応 2 年 12 月 4 日兄権平 一同宛（一部）

②直宛て坂本直寛の手紙
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で
斬
首
、
41
才
の
生
涯
を
終
る
。

「
⑪
長
宗
我
部
氏
の
居
城　

岡
豊
城
」
は
南

国
市
岡
豊
に
あ
り
、
織
豊
系
城
郭
と
し
て
高

い
評
価
を
受
け
国
指
定
の
史
跡
で
あ
る
。
城

山
に
は
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
が
あ
る
。

波
瀾
万
丈
の
生
涯
を
お
く
っ
た
「
⑫
元
親
の

墓
所
と
愛
馬
の
碑
」、
そ
し
て
長
宗
我
部
氏
最

期
の
居
城
「
⑬
浦
戸
城
」
も
、
元
親
の
菩
提
寺

「
⑭
雪
蹊
寺
、
信
親
墓
、
秦
神
社
」
も
す
ぐ
近

く
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
は
「
⑮
一
両
具
足
の

碑
」。
山
内
氏
の
浦
戸
城
接
収
を
拒
ん
だ
長
宗

我
部
の
遺
臣
達
、
討
取
ら
れ
た
２
７
３
の
首

は
大
坂
に
送
ら
れ
、
胴
体
は
こ
の
地
に
埋
め

ら
れ
た
。
六
体
地
蔵
は
彼
ら
の
亡
魂
を
慰
め

て
今
も
た
つ
。

豪
快
に
波
し
ぶ
き
あ
が
る
高
知
海
岸
、
こ

の
波
は
元
親
の
頃
も
変
わ
り
な
く
寄
せ
て
い

た
で
あ
ろ
う
。
い
ま
は
花
咲
く
こ
の
海
道
に
も
、

歴
史
の
風
景
は
鮮
烈
に
残
る
。

土佐史談会会長
現代龍馬学会理事

宅間 一之

長
宗
我
部
氏

盛
衰
の
ス
テ
ー
ジ

 

「
浦
戸 

歴
史
の
風
景
」 

⑻

長
宗
我
部
元
親
初
陣
の
像
か
ら
、

潮
騒
の
音
を
耳
に
し
、
咲
く
花
を
愛

で
な
が
ら
浦
戸
の
城
ま
で
散
策
す
る
。

人
は
こ
の
道
を｢

花
海
道｣

と
よ
ぶ
。

こ
の
路
端
に
長
宗
我
部
氏
に
思
い
を

は
せ
る
15
箇
所
の
パ
ネ
ル
が
た
つ
。

こ
の
地
に
は
長
宗
我
部
氏
盛
衰
の
歴

史
を
語
る｢

長
宗
我
部
ス
テ
ー
ジ｣

が
あ
る
。

土
佐
の
戦
国
彩
る
「
①
長
宗
我
部

元
親
の
登
場
」
か
ら
始
ま
る
。
16
世

紀
初
め
各
地
の
土
豪
達
の
動
き
は
活

発
と
な
り
土
佐
戦
国
の
幕
が
開
く
。

群
雄
割
拠
、「
②
土
佐
戦
国
七
守
護

の
攻
防
」
戦
、
時
に
は
激
し
く
武
力

衝
突
、
あ
る
時
は
和
睦
と
同
盟
を
く

り
返
し
弱
小
土
豪
は
消
え
て
い
く
。

天
正
3
（
１
５
７
５
）
年
初
陣
か

ら
15
年
で
、「
③
長
宗
我
部
元
親
の

土
佐
統
一
」
が
実
現
す
る
。
勢
い
は

「
④
元
親
四
国
制
覇
の
野
望
」と
な
っ

て
燃
え
盛
る
。
だ
が
そ
の
前
に
天
下

人
が
立
ち
は
だ
か
っ
た
。「
⑤
長
宗

我
部
元
親
と
織
田
信
長
」
は
一
時
交

流
を
深
め
る
が
、
領
土
返
上
の
信
長

の
要
求
を
元
親
は
拒
否
す
る
。
結
果

は
信
長
の
四
国
征
討
と
な
る
。
し
か

し
本
能
寺
の
変
で
信
長
は
倒
れ
、
危

機
を
脱
し
た
元
親
は
四
国
の
大
半
を

支
配
下
と
し
た
。
し
か
し
後
継
者
秀

吉
も
、
元
親
に
伊
予
、
讃
岐
の
返
納

を
要
求
。
こ
こ
に
秀
吉
と
の
対
立
も

深
ま
る
。「
⑥
秀
吉
の
四
国
進
攻
」

を
受
け
、
50
日
程
度
の
抵
抗
で
降
り

領
土
は
土
佐
一
国
と
な
っ
た
。
以
来

過
激
な
「
⑦
豊
臣
家
へ
の
奉
公
」
は

果
て
し
な
く
続
く
。

秀
吉
に
な
っ
て
初
の
軍
役
は
、
島

津
軍
に
苦
戦
す
る
豊
後
大
友
氏
の
救

援
で
あ
っ
た
。
豊
後
戸
次
川
の
戦
い

で
「
⑧
長
宗
我
部
信
親
、
戸
次
川
に

死
す
」。
元
親
は
長
男
信
親
を
失
い

長
宗
我
部
軍
は
壊
滅
し
、
長
宗
我
部

氏
は
苦
難
の
時
代
を
迎
え
る
。
慶
長

4
（
１
５
９
９
）
年
元
親
は
死
去
し
、

時
代
は
関
ヶ
原
の
戦
へ
と
回
転
、
後

継
者
盛
親
も
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

石
田
三
成
に
加
勢
し
「
⑨
関
ヶ
原
へ

の
出
陣
」
を
果
た
す
が
敗
北
、
盛
親

も
試
練
の
時
を
む
か
え
る
。
そ
し
て

「
⑩
大
坂
の
陣
と
盛
親
最
後
の
戦
い
」

に
挑
む
が
こ
れ
も
敗
北
、
六
条
河
原

「
世
界
の
海
援
隊
」

は
る
ば
る
横
浜
か
ら
バ
ス
で

10
時
間
か
け
て
来
た
け
ど
休
館
中
ぜ

よ
！
あ
と
土
佐
犬
セ
ン
タ
ー
も
閉
鎖

ぜ
よ
！
今
日
は
高
知
の
酒
飲
ん
で
カ

ツ
オ
で
も
食
べ
ま
す
。あ
と
シ
ャ
モ
鍋

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。気
楽
な
一

人
旅
で
す
。ち
な
み
に
好
き
な
龍
馬
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
『
竜
馬
が
ゆ
く
』の
「
世

界
の
海
援
隊
で
も
や
り
ま
す
か
ね
」エ

ピ
ソ
ー
ド
で
、あ
れ
は
司
馬
遼
太
郎
作

品
で
も
屈
指
の
名
場
面
だ
と
思
い
ま

す
。
学
生
の
頃
、
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で

ま
し
て
、
坂
本
龍
馬
の
ポ
ス
タ
ー
を

貼
っ
て
い
た
ら
、ア
メ
リ
カ
人
の
ル
ー

ム
メ
イ
ト
に
「
彼
は
お
前
の
じ
い
さ
ん

か
？
」と
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
そ
う
だ
」と
答
え
ま
し
た
。そ
う
い
う

ウ
ソ
を
つ
く
こ
と
で
、世
界
の
海
援
隊

ス
ピ
リ
ッ
ト
的
な
も
の
を
自
分
の
中

に
取
り
入
れ
、ア
メ
リ
カ
で
が
ん
ば
っ

て
い
こ
う
と
思
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。で
は
で
は
。

（
9
月
24
日
　
神
奈
川
　
N
・
I
　
43
歳
　
男
性
）

「
新
し
い
時
代
」

新
し
い
時
代
が
私
に
も
ま
い

り
ま
し
た
。孤
児
の
私
が
新
し
い
親
を

得
、
子
ど
も
も
得
、
そ
の
子
ど
も
が
名

古
屋
に
行
き
、今
度
は
2
人
目
が
兵
庫

県
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。あ
と

50
年
後
に
は
き
っ
と
孫
が
外
国
に
行

く
と
思
い
ま
す
。日
本
は
今
世
界
で
2

番
目
に
住
み
よ
い
動
物
園
に
な
っ
て

い
ま
す
。
50
年
後
、
世
界
が
一
つ
の
国

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
10
月
6
日
　
高
知
　
G
・
Y
　
55
歳
　
男
性
）

「
や
っ
と
」

龍
馬
さ
ん
大
好
き
で
す
。好
き

で
好
き
で
や
っ
と
高
知
に
来
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。私
も
龍
馬
さ
ん
の
よ

う
な
強
い
人
間
に
（
心
が
）な
り
た
い

で
す
。

（
10
月
11
日
　
女
性
）

「
勤
続
35
年
記
念
の
休
暇
で
」

お
久
し
ぶ
り
で
す
龍
馬
さ
ん
。

約
10
年
振
り
に
再
来
し
ま
し
た
。記
念

館
が
工
事
中
で
あ
り
残
念
で
す
が
、桂

浜
の
龍
馬
さ
ん
へ
挨
拶
し
て
行
き
ま

す
。私
ご
と
で
す
が
、息
子
の
「
凌
馬
」

も
21
才
の
社
会
人
に
な
り
、反
抗
期
で

は
な
い
で
す
が
、親
の
言
う
こ
と
を
あ

ま
り
聞
か
な
い
年
齢
に
な
り
ま
し
た

（
以
前
伺
っ
た
と
き
息
子
は
ま
だ
11
才

で
か
わ
い
い
盛
り
で
し
た
）。
今
回
は

会
社
に
入
っ
て
35
周
年
記
念
の
休
暇

を
活
用
し
て
訪
ね
ま
し
た
。広
島
の
宮

島
、
呉
港
を
徘
徊
し
、
こ
こ
桂
浜
を
経

由
し
て
、静
岡
富
士
の
麓
に
寄
っ
て
か

ら
帰
所
す
る
予
定
で
す
（
車
な
の
で
大

変
疲
れ
ま
す
が
）。
今
回
こ
こ
で
は
時

間
が
な
く
て
ゆ
っ
く
り
で
き
ま
せ
ん

が
、桂
浜
を
見
て
心
を
落
ち
着
け
て
か

ら
帰
り
ま
す
。ま
た
何
年
後
か
に
時
間

を
見
つ
け
て
お
伺
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。そ
れ
で
は
ま
た
見
守
り
願
い
ま

す
。お
土
産
買
っ
て
帰
り
ま
す
。

（
10
月
12
日
　
秋
田
　
T
・
K
　
54
歳
　
男
性
）

拝
啓 

龍
馬
殿
９通

平
成
29
年
9
月
21
日
～
平
成
30
年
3
月
20
日

長宗我部元親をめぐるパネルがたつ花海道＝高知市長浜



7・龍馬記念館だより

動
家
で
、
後
に
教
育
者
と
な
り
高
知

商
業
学
校
を
創
立
し
た
。
同
校
は
高

知
県
民
に
馴
染
み
深
い
現
在
の
高
知

商
業
高
校
の
前
身
で
、
初
代
校
長
と

し
て
若
者
た
ち
を
育
て
名
校
長
と
称

さ
れ
た
。

調
べ
て
い
く
と
興
味
を
惹
か
れ
る

人
物
で
、「
識
見
、
理
想
と
も
に
高

く 

闊
達
な
人
柄
、
人
徳
篤あ

つ

い
」
人

で
あ
っ
た
ら
し
い
。
高
知
市
運
動
会

で
常
に
他
校
の
最
後
尾
を
行
進
さ
せ

ら
れ
元
気
の
な
か
っ
た
生
徒
た
ち
の

た
め
に
、
市
内
の
学
校
初
の
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
創
設
を
思
い
つ
き
、
最
前
列

で
の
行
進
を
実
現
さ
せ
た
こ
と
も
あ

り
、
生
徒
た
ち
の
敬
慕
の
的
だ
っ
た

と
い
う
。

そ
う
か
と
思
え
ば
、
少
年
時
代

か
ら
か
な
り
の
腕
白
だ
っ
た
よ
う

だ
。
の
ち
に
妻
と
な
る
美
し
い
女

性
・
楠く
す

猪い

を
見
初
め
た
時
、
そ
の
父

親
（
龍
馬
と
同
い
年
の
友
人
藤
田
栄

馬
）
に
「
娘
を
も
ら
え
な
け
れ
ば
家

に
火
を
つ
け
る
」
と
言
っ
て
、
思
い

詰
め
た
と
い
う
。
東
京
遊
学
で
漢
文

学
を
学
ぶ
も
、
軍
人
志
望
に

変
わ
り
陸
軍
士
官
学
校
に
入

る
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
を

嫌
っ
て
中
退
し
て
帰
郷
し
た
。

そ
ん
な
若
き
日
の
数
々
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
は
面
白
い
。

高
知
新
聞
で
坂
崎
紫
瀾
や

植
木
枝
盛
ら
と
反
政
府
の
論

陣
を
張
り
、
発
行
禁
止
処
分

を
受
け
る
と
「
新
聞
の
葬
式
」

を
執
り
行
っ
た
。
明
治
20
年

に
は
、
租
税
徴
収
軽
減
や
言

論
の
自
由
な
ど
を
要
求
す
る

三
大
事
件
の
建
白
の
た
め
上

京
し
、「
保
安
条
例
」
廃
止
の

建
白
を
提
出
し
よ
う
と
し
て
、

坂
本
直
寛
ら
と
逮
捕
、
投
獄

さ
れ
た
。

没
後
に
は
門
人
に
よ
っ

て
「
黄
木
詩
集
」
が
出
版
さ

れ
た
。
詩
碑
建
立
は
昭
和
13 

（
１
９
３
８
） 

年
、
黄
木
先
生

詩
碑
建
設
会
・
高
知
市
立
商

業
学
校
校
友
有
志
に
よ
る
。

時
代
を
生
き
抜
い
た
生
涯

に
思
い
を
馳
せ
る
と
、
気
概

を
持
っ
て
信
念
を
貫
く
行
動

力
は
、
龍
馬
に
も
相
通
じ
る
。

実
際
に
ゆ
か
り
の
地
に
立
つ

と
、
こ
の
碑
の
意
義
深
さ
が

い
っ
そ
う
強
く
感
じ
ら
れ
た
。

	

手
島
ゆ
か
・
佐
々
木
恵

浦
戸
城
山
か
ら
桂
浜
へ
続
く
下
り

坂
の
途
中
に
少
し
開
け
た
場
所
が
あ

る
。
南
国
的
な
植
栽
を
整
え
、
は
る

か
高
知
新
港
を
望
む
静
か
な
空
間
の

中
央
に
す
っ
く
と
建
つ
石
碑
。
表
面

に
刻
ま
れ
た
漢
詩
の
流
麗
な
文
字
は
、

車
道
か
ら
で
も
十
分
に
目
を
引
く
。

そ
の
筆
跡
と
詩
の
作
者
は
、
横

山
又
吉
（
１
８
５
５
～
１
９
３
９
）。

漢
詩
人
、書
家
で
あ
る
。号
の「
黄
木
」

は
、
横
山
の
「
横
」
の
字
を
分
け
て

い
る
。
安
政
２
年
、
高
知
城
下
の
医

師
の
四
男
に
生
ま
れ
、
自
由
民
権
運

「
桂
浜･

浦
戸
　
碑
め
ぐ
り
」
❾
　

高
知
商
業
学
校
初
代
名
校
長

　
波
乱
万
丈
な
人
生
と
ユ
ニ
ー
ク
な
人
柄

「
横
山
黄お

う
ぼ
く木
詩
碑
」

※端末の環境により、イメージが認識されるまでに時間がかかる場合や、
正常に動作しない場合があります。

※本コンテンツは2018年６月30日まで閲覧可能です。

① 右のＱＲコードから無料アプリ「ＣＯＣＯＡＲ２」をダウンロード　
② アプリを起動し　　  マークのついた写真にスマホをかざす

飛騰の紙面にスマホをかざして動画を見よう！ 視聴方法は簡単！

＊＊＊編集者より＊＊＊
一年間という長期休館中にもたくさんの方が桂浜の
龍馬に会いに来てくださいました。お寄せいただいた
メッセージには「記念館が休館していて残念だった」
というご意見も多くありましたが、全国の龍馬ファン
の皆さんにきっと満足していただけるような新館、そ
して子どもたちが帰りたくなくなるくらい楽しんでもらえる本館が完成しました。
いよいよ 4月 21 日グランドオープンです！� 尾㟢　由紀

「
残
念
で
す
」

四
国
を
一
週
間
で
西
側
を
回
り

ま
し
た
。前
回
は
東
側
で
し
た
。昨
日
は

足
摺
で
ジ
ョ
ン
万
次
郎
の
記
念
館
が
休

館
で
、
今
日
は
ま
た
坂
本
龍
馬
に
も
嫌

わ
れ
て
、休
館
で
と
て
も
残
念
で
す
。

（
10
月
12
日
　
66
歳
　
女
性
）

「
突
拍
子
も
な
い
」

私
は
あ
ま
り
政
治
に
は
詳
し

く
な
い
し
、ふ
だ
ん
関
心
は
あ
り
ま
せ

ん
が
…
、で
も
も
し
龍
馬
さ
ん
が
今
の

世
の
中
を
見
た
ら
、
何
を
ど
う
改
革

し
た
ら
住
み
良
く
な
る
と
思
い
ま
す

か
？
斬
新
で
突
拍
子
も
な
い
意
見
を

聞
い
て
み
た
い
で
す
。あ
な
た
に
会
え

た
こ
と
を
記
念
に
ビ
ー
ル
で
乾
杯
！

し
な
が
ら
（
私
は
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
だ

け
ど
ネ
）。

（
11
月
21
日
　
兵
庫
　
M
・
M
　
54
歳
　
女
性
）

「
龍
馬
！
」

ど
う
し
ゅ
う
で
！

（
11
月
27
日
　
高
知
　
N
・
T
　
67
歳
　
男
性
）

「
さ
あ
！
」

む
ず
か
し
い
話
は
あ
と
ま
わ

し
で
す
！
さ
あ
呑
み
ま
せ
う
！

（
12
月
30
日
　
兵
庫
　
Y
・
M
　
57
歳
　
男
性
）

職員紹介
「いよいよグランドオープン」

3月より坂本
龍馬記念館に勤
務することにな
りました松本と
申します。

坂本龍馬は日本の大改革をし
ようと大きな志を持ちつつも、
家族や友人にたくさんの手紙を
残すという人との繋がりを大切
にしたところが好きです。 私も
お客様との繋がりを大切にし、
心を込めて接客したいと思いま
す。 どうぞよろしくお願いいた
します。	 松本　友
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編 集 後 記
　「画龍天晴（がりょうてんせい）」
あれっ、字が違う。と思われる方もいるだろう。本当は1面にある
ように「画竜点睛」である。あえて龍馬さんの「龍」と「晴」を入れて
みた。開館を前に最後に加える大切なものは「龍馬」の心である。最
後の仕上げはこれしかない。龍の絵に点睛、つまり瞳を描き入れれば、
龍は動き出す。開館までもうひと頑張り。天高く舞い上がる龍のよ
うな心持で21日のグランドオープンを迎えよう。皆で天晴（あっぱ
れ）といきたい。
さて、兄弟館と言われる2つの建物は対照的である。やんちゃな兄

（本館）としっかり者の弟（新館）。つまりパフォーマンス館として様々

なブースで龍馬やその時代を紹介している本館と、国指定重要文化
財である龍馬史料も並べられる本格的博物館仕様の新館。こんな対
照的な建物を持つ博物館は世界でも数少ないという設計者の言葉は、
そのまま記念館の特長となった。
今、職員の間に緊張とときめきが満ちてきた。1年間の休館が終わり、
内覧会やオープニング式典のあとは、待ちかねてくださっている皆様を
お迎えするときが来る。
新館入口のドアを開いて、どれだけの方たちが入って来られるか。
本館出口からどんな顔をして出て行かれるのか。職員一同笑顔でお
迎えし、満足した皆様の笑顔をお見送りしたい。� （ゆ）

■ 観覧料・ホール利用について
◎グランドオープンに伴い、料金が改定されます。

なお、高校生以下、高知県・高知市長寿手帳所持者、療育手帳・
身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・戦傷病者手帳・被爆者
健康手帳所持者とその介護者（1名）は、従来通り無料です。

◎新設されたホールは、 グランドオープン後、
一般の方もご利用いただけます。

　　ホールの利用方法および利用料につきま
しては、 詳細
が決まり次第、
ホームページ
等でお知らせ
いたします。

海
の
見
え
る
・
ぎ
ゃ
ら
り
い

■ 「装いも新たに始動する“海の見える・ぎゃらりい”」
“学び”の新館でたっぷりと本物の資料をご覧いただき、“遊び”の

本館では思いっきり色 な々体験をした後、最後に海を見ながら作品を
鑑賞していただけるほっと一息付ける空間、それが新装“海の見える・
ぎゃらりい”の姿です。 展示壁面も以前より多くなり、その色合いに
広がりを感じます。

グランドオープン後のぎゃらりいの運営は、年に２回の当館
主催の企画展示とそれ以外の展示期間を設け、従来と形態を変
更していく予定です。またご利用方法の詳細に付きましては、当
館ホームページなどにて別途ご案内いたします。

さて、グランドオープン第１弾の企画展示は、４月21日（土）～７月31日（火）開催「『一筆啓上龍馬殿』～“握手の鎖”
と手紙でつなぐ～」展です。この展覧会は、2015（平成27）年龍馬生誕180年という記念すべき年、同年の龍馬の誕生
日11月15日に開催したイベント「第４回レッツゴー！ハンドインハンド」
で、ソフトバンクグループ代表取締役社長CEO孫正義さんのかけ声
のもと、1000人を超える参加者による“握手の鎖”がつながりました。
このイベントへの参加者の皆様からいただいた龍馬へのメッセージ
242通をつなぎ、 当日の写真とともに約300点を展示します。 これら
を通じて、龍馬につながる様 な々思いを感じていただければ幸いです。

第２弾は10月２日（火）～12月22日（土）「龍馬・Ryoma・りょ
うま」展（仮題）を開催予定です。リラックスできる“海の見える・
ぎゃらりい”始動です。	 中村　昌代

展示風景

「『一筆啓上龍馬殿』～“握手の鎖”と手紙でつなぐ～」展

観覧料 企画展が開催されている時 企画展が開催されていない時

大人（18 歳以上） 700 円 490 円
団体（20 名以上） 560 円 390 円



1・現代龍馬学会

高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会

私のテーマ

妖刀「村正」は官軍刀
小島　博明

古
来
よ
り
日
本
刀
は
武
士
の
魂
と

さ
れ
大
切
に
さ
れ
て
来
た
が
、
今
や

日
本
人
の
魂
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
魅
力
は
武
器
と
し
て
の
み
な
ら

ず
深
い
精
神
性
に
あ
る
。
二
千
人
に

余
る
刀
工
の
中
で「
正
宗
」と「
村
正
」

は
誰
も
が
そ
の
二
本
の
指
に
数
え
る

程
に
著
名
で
あ
る
。
正
宗
は
名
刀
と

し
て
多
く
の
大
名
家
が
所
持
し
、
そ

の
殆
ど
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る

が
村
正
は
妖
刀
と
し
て
恐
れ
ら
れ
た
。

そ
れ
は
そ
の
凄
ま
じ
い
切
れ
味
と

徳
川
家
に
祟
る
刀
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

そ
の
切
れ
味
を
示
す

興
味
深
い
逸
話
が
あ
る

正
宗
の
元
で
刀
剣
造
り
に
励
む
村
正

は
、
切
れ
味
に
対
す
る
強
い
執
着
心
を

持
っ
て
い
た

（
ど
ん
な
刀
よ

り
切
れ
る
刀

剣
を
造
り
た

い
）
そ
ん
な

気
持
を
込
め

て
日
々
の
鍛

錬
を
重
ね
て

い
た
。
そ
ん

な
村
正
を
正

宗
は
心
配
し
、

一
番
弟
子
の

貞
宗
と
村
正

を
呼
び
、
お

互
に
鍛
え
た

刀
を
川
に
突

き
立
て
切
っ

先
を
上
流
に

向
け
た
。
そ
こ
へ

一
枚
の
木
ノ
葉
が

流
れ
て
来
た
。
貞

宗
の
刀
は
水
流
を

分
け
る
ば
か
り
で

木
ノ
葉
は
貞
宗
を

避
け
て
下
流
へ
と

流
れ
て
行
っ
た
。

だ
が
村
正
は
、
そ

う
は
な
ら
な
か
っ

た
。
な
ん
と
切
っ

先
に
吸
い
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
に
近
づ

き
真
二
つ
に
な
っ

た
の
だ
。
こ
れ
を

見
た
正
宗
は
、
勝

ち
誇
っ
た
顔
を
す

る
村
正
に
「
切
れ

る
だ
け
で
は
真
の

名
刀
と
は

言
え
ぬ
、必

要
以
上
に

切
れ
味
に

拘
る
と
そ

の
心
は
邪
気
と
な
っ
て
刀
に

宿
り
切
ら
な
く
て
も
良
い
も

の
ま
で
切
っ
て
し
ま
う
の
だ
」

と
諭
し
た
。
だ
が
村
正
は「
切

れ
る
事
こ
そ
刀
の
真
髄
、自
分

は
そ
れ
を
追
求
す
る
」と
言
っ

て
正
宗
の
元
を
去
っ
て
行
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
。

徳
川
家
と
の

恐
ろ
し
い
因
縁

家
康
の
祖
父
、清
康
が
尾
張

に
侵
攻
中
、家
臣
の
阿
部
弥
七

郎
に
背
後
か
ら
一
刀
両
断
に

さ
れ
た
が
、
そ
の
刀
、
父
親

の
広
忠
が
や
は
り
家
臣
の
岩

松
八
弥
に
刺
さ
れ
た
傷
が
元

で
死
ん
だ
が
、
そ
の
脇
差
、

家
康
の
嫡
男
が
武
田
勝
頼
と

の
内
通
を
織
田
信
長
に
疑
わ

れ
、自
刃
を
命
じ
ら
れ
、そ
の

時
の
介
錯
刀
、
そ
し
て
正
室

の
築
山
御
前
を
切
っ
た
野
中

重
正
の
刀
も
そ
の
全
て
が
村

正
で
あ
っ
た
。
家
康
自
身
も

今
川
家
に
人
質
に
出
さ
れ
て

い
た
少
年
時
代
、
村
正
の
短

刀
で
怪
我
を
し
て
い
る
し
、

関
ヶ
原
の
戦
い
で
戦
功
あ
っ

た
武
将
の
槍
を
検
分
し
て
い

る
時
、
家
臣
が
取
り
落
と
し

指
を
切
っ
た
。
細
川
幽
斉
は

こ
の
槍
を
微
塵
に
砕
い
た
と

言
う
。「
村
正
は
当
家
に
祟
る

も
の
、全
て

打
ち
捨
て

よ
」と
家
臣

に
命
じ
た
。
こ
の
時

多
く
の
村
正
は
処

分
さ
れ
、
銘
を
消
さ

れ
、
村
正
妖
刀
伝
説

が
数
多
く
生
ま
れ

た
。妖

刀
転
じ
て
官
軍
刀
と
な
る

村
正
が
徳
川
家
に
祟
る
刀
と
な
る

と
、徳
川
家
に
恨
み
を
持
つ
者
は
好
ん

で
村
正
を
腰
に
差
し
た
。
真
田
幸
村

は
是
を
知
り
大
阪
夏
の
陣
で
家
康
に

村
正
の
短
刀
を
投
げ
つ
け
た
が
、す
ん

で
の
処
で
こ
れ
を
か
わ
し
、九
死
に
一

生
を
得
た
家
康
は
幸
村
を
天
下
一
の

武
將
と
褒
め
称
え
た
と
云
う
。

幕
末
、
倒
幕
を
望
む
諸
藩
の
志
士

は
競
っ
て
村
正
を
求
め
た
為
、
多
く

の
偽
物
が
出
る
騒
ぎ
と
な
っ
た
。

戊
辰
戦
争
（
今
年
が
１
５
０
年
と

な
る
）で
は
、只
今
放
送
中
の
N
H
K

大
河
ド
ラ
マ
『
西
郷
ど
ん
』
こ
と
西

郷
隆
盛
は
村
正
の
刀
を
所
持
し
て
い

た
。
そ
し
て
自
ら
志
願
し
て
東
征
軍

の
旗
頭
と
し
て
十
六
弁
の
菊
花
御
紋

を
刺
繍
し
た
錦
の
御
旗
を
掲
げ
、
大

総
督
と
し
て
江
戸
城
に
入
城
し
た

「
有
栖
川
宮
熾
仁
親
皇
」（
公
武
合
体

策
に
よ
り
文
久
２
年（
１
８
６
２
）年

２
月
、
十
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
に
降

嫁
し
た
皇
女
和
宮
の
許
嫁
）
は
村
正

の
太
刀
を
腰
に
佩
て
い
た
事
は
有
名

な
話
で
あ
る
が
、
こ
の
時
の
有
栖
川

宮
熾
仁
親
皇
の

心
境
は
い
か
ば

か
り
で
あ
っ
た

ろ
う
か
、『
歓

無
極
』
の
気
持

で
あ
っ
た
ろ
う

か
。関

ヶ
原
の
戦

い
以
来
、
心

底
で
は
徳
川
家
を
恨
み
続
け
て
い
た

島
津
家
は
十
数
振
り
の
村
正
の
刀
を

隠
し
持
っ
て
い
た
事
が
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
為
、
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王

の
村
正
の
太
刀
は
島
津
家
よ
り
提
供

さ
れ
た
太
刀
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

◇十六弁菊花御紋透鐔

◇有栖川宮熾仁親皇　書（歓無極）

〇伝村正（短刀）　やはり銘は消されているが、村正の怨念か？永年の間に錆が生じたのか銘が判読できる。
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高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会では、会員のみなさんの声を集める方法をいろいろと協議を重ねてきまし
た。その中で、メーリングリスト方式についても検討を重ねましたが、今回はハガキで４つの課題について意見集約
をしてみようということになりました。その中身は、①この会の将来のあるべき姿について、②教科書から坂本龍馬
が消えてしまうかもしれないことについて、③私が坂本龍馬に惚れ込んだ理由、④現在研究を進めている事柄の紹介
…です。ハガキはすべての会員のみなさんにお届けをいたしました。

初めてのことで、戸惑う会員さんもいたのでしょうか。残念ながら事務局へ届いたハガキは 20 枚少々でした。で
も、「この人はこんなことを考えていたのか」と思う発見があったり、龍馬に関連した様々な分野で活躍しておられ
る方々の生の声を聴かせていただく機会となったり…で、私自身は大喜びしながら読ませていただいたことでした。

第 1 回目はこのようなスタートとなりましたが、会員相互の情報交換や交流の場になればいいと思っています。 
まだ、お手元にハガキがある方は、ぜひご投函くださるようお願いいたしまして「龍馬のひろば」のオープンといた
します。	 現代龍馬学会 会長　宮　英司

❶	

こ
の
会
の

	

将
来
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て

兵
庫
県 

尼
崎
市
　
楠
本
剛

あ
る
べ
き
姿
と
い
う
か
、ひ
と
つ
の

提
案
で
す
が
、
S
N
S
を
使
っ
て
普

段
か
ら
会
員
相
互
に
情
報
や
意
見
の

交
換
が
で
き
る
場
が
あ
れ
ば
良
い
か

な
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、有
志
が
集
ま
っ
て
何
か
し
ら

の
活
動（
例
え
ば
、龍
馬
の
啓
蒙
活
動

な
ど
を
企
画
し
、総
会
で
活
動
報
告

を
す
る
な
ど
。）そ
の
他
、若
い
世
代
の

会
員
が
入
る
様
な
企
画
を
考
え
た
い

で
す
。

❷	

教
科
書
か
ら
坂
本
龍
馬
が

	

消
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い

	

こ
と
に
つ
い
て高

知
市
　
宮
村
耕
資

暗
記
す
る
こ
と
が
多
く
負
担
等

を
理
由
と
し
て
龍
馬
を
は
じ
め
歴

史
上
の
人
物
を
削
減
す
る
と
い
う

な
か
で
、
龍
馬
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

さ
れ
る
事
態
が
関
係
者
の
認
識
の

乏
し
さ
と
本
末
転
倒
な
短
絡
的
考

え
が
伺
え
る
。
逆
に
人
物
を
通
じ

物
語
る
よ
う
に
、
な
ぜ
脱
藩
？
な

ぜ
薩
長
同
盟
？
な
ぜ
大
政
奉
還
？

等
の
発
想
や
行
動
を
通
じ
て
授
業

を
行
う
と
食
い
付
き
自
然
と
吸
収

で
き
る
学
習
と
な
る
と
確
信
し
て

い
る
！

香
川
県 

丸
亀
市
　
野
藤
等

歴
史
用
語
の
削
減
は
、
教
科
書
で

歴
史
を
学
ぶ
生
徒
の
負
担
軽
減
が
目

的
と
い
う
な
ら
、
ず
ば
り
、
受
験
勉

強
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

歴
史
学
習
は
、
人
名
・
地
名
と
年

代
と
歴
史
用
語
は
つ
き
も
の
で
、
過

去
に
生
起
し
た
こ
と
を
あ
る
が
ま
ま

学
習
し
て
、
今
の
私
た
ち
が
あ
る
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。

以
前
、「
ゆ
と
り
教
育
」
で
円
周
率

を
３
に
し
た
が
、
そ
の
愚
行
の
再
来
か
。

高
知
市
　
橋
詰
明
仁

龍
馬
や
こ
の
時
代
を
活
躍
し
た
先

人
の
名
が
教
科
書
か
ら
消
え
て
し
ま

う
と
い
う
事
な
ど
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
国
を
な
ん
と
か
し
て
新

し
い
近
代
国
家
に
し
自
由
・
平
等
・

博
愛
の
精
神
を
基
に
今
の
日
本
を
築

い
た
人
々
の
事
を
ど
う
や
っ
て
教
え

る
と
い
う
の
で
す
か
。
自
分
の
祖
父

や
祖
母
達
の
お
か
げ
で
今
の
自
分
が

あ
る
よ
う
に
、
龍
馬
さ
ん
達
の
お
か

げ
で
今
の
日
本
が
あ
る
の
で
す
。
司

馬
さ
ん
の
い
う
「
こ
の
国
の
か
た
ち
」

を
教
え
る
の
に
「
龍
馬
」
は
「
必
修
」

で
す
。

高
知
市
　
宮
英
司

高
校
の
教
科
書
か
ら
龍
馬
の
記
述

が
消
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

何
と
愚
か
な
こ
と
で
し
ょ
う
？

実
は
、
そ
の
原
因
は
小
学
校
の
人

物
中
心
の
歴
史
学
習
の
42
人
の
中
に

龍
馬
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
何
と
か
小
学

校
の
社
会
科
指
導
書
に
坂
本
龍
馬
を

載
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
運
動
を
盛

り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

❸	

私
が
坂
本
龍
馬
に
惚
れ
込
ん
だ

理
由北

海
道 

札
幌
市
　
椿
原
庸
夫

⑴
新
し
い
日
本
を
つ
く
る
た
め
、
命

を
賭
し
て
行
動
し
て
い
た

⑵
幕
末
時
代
に
「
自
由
」
「
平
等
」

の
思
想
を
大
事
に
し
て
い
た

⑶
世
界
を
視
野
に
入
れ
る
と
い
う
先

見
性
を
持
っ
て
い
た

⑷
未
開
の
大
地
・
北
海
道
に
「
新
国

家
」
を
つ
く
る
と
い
う
夢
を
抱
い

て
い
た

⑸
今
風
に
言
え
ば
、
政
治
家
、
経
済

人
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
な
ど
、
マ

ル
チ
な
才
能
を
有
し
、
人
間
的
な

魅
力
を
感
じ
さ
せ
る

愛
媛
県 

松
山
市
　
西
村
直
記

世
の
為
、
人
の
為
に
行
う
そ
の
姿

は
、
誰
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
る
も
の
で

す
。
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

暗
殺
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
一

生
を
見
て
み
た
か
っ
た
で
す
。
そ
の

後
の
世
の
中
の
変
わ
り
を
、
知
り
た

龍馬のひろば
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か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
若
い
人
た
ち

の
、
未
来
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

高
知
市
　
中
田
優

⑴
抜
群
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
で
あ
る

こ
と

⑵
機
知
と
ユ
ー
モ
ア
精
神
に
富
ん
で

い
る
こ
と

⑶
レ
ベ
ル
の
高
い
人
か
ら
学
ぼ
う
と
す

る
姿
勢
を
堅
持
し
て
い
る
こ
と

⑷
目
先
の
こ
と
で
な
く
国
の
将
来
等

の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
夢
を
い
つ

も
抱
い
て
い
る
こ
と

⑸
身
分
や
貧
富
等
に
と
ら
わ
れ
ず
発

想
が
天
衣
無
縫
で
あ
る
こ
と

以
上
が
憬
れ
の
龍
馬
さ
ん

東
京
都
　
北
野
正
幸

幕
末
風
雲
の
中
で
龍
馬
ら
塾
生
が

海
軍
修
行
し
て
い
た
幕
府
公
認
の
神

戸
海
軍
塾
の
閉
鎖
が
決
ま
り
日
本
の

海
軍
を
作
る
夢
が
断
た
れ
た
。
脱
藩

浪
士
の
龍
馬
に
は
帰
る
藩
が
な
く
前

途
多
難
と
思
わ
れ
た
が
船
を
使
う
仕

事
を
天
職
に
し
て
侍
が
商
売
（
海
運

業
・
亀
山
社
中
）
を
始
め
た
。
龍
馬

が
商
売
上
手
と
は
意
外
で
し
た
が
少

人
数
の
家
族
向
き
の
小
さ
い
会
社
で

龍
馬
な
り
に
道
を
開
い
た
。

東
京
都
　
阿
納
裕
次
郎

龍
馬
に
は
夢
が
あ
る
。
龍
馬
に
は

勇
気
が
あ
る
。
龍
馬
に
は
希
望
が
あ

る
。
龍
馬
に
は
情
熱
が
あ
る
。
龍
馬

に
は
華
が
あ
る
。
龍
馬
に
は
慈
愛
が

あ
る
。
龍
馬
に
は
未
来
が
あ
る
。
龍

馬
に
は
同
苦
の
心
が
あ
る
。
龍
馬
に

は
挑
戦
の
気
概
が
あ
る
。
龍
馬
に
は

戦
う
魂
が
あ
る
。
龍
馬
に
は
青
年
の

息
吹
が
あ
る
。
龍
馬
に
は
青
年
の
生

き
様
が
あ
る
。
︱
︱
だ
か
ら
私
は
龍

馬
に
惚
れ
た
。

高
知
県 

土
佐
市
　
森
本
琢
磨

幕
末
と
い
う
動
乱
の
時
代
、
何
が

正
解
か
分
か
ら
な
い
情
勢
の
中
、
行

動
を
起
こ
し
、
人
と
人
と
を
つ
な
げ
、

近
代
日
本
の
扉
を
切
り
開
い
た
所
に

魅
力
を
感
じ
る
。
龍
馬
自
身
は
決
し

て
権
力
者
で
は
な
い
が
、
多
く
の
人

か
ら
信
頼
さ
れ
、
最
終
的
に
は
そ
の

人
脈
や
人
間
力
を
生
か
し
て
藩
や
幕

府
を
も
動
か
し
た
。
龍
馬
の
人
と
し

て
の
魅
力
は
、
現
在
の
我
々
も
生
か

す
べ
き
点
が
多
々
あ
る
だ
ろ
う
。

❹	

現
在
研
究
を
進
め
て
い
る

	

事
柄
の
紹
介

高
知
県 

土
佐
清
水
市
　
鈴
木
典
子

池
道
之
助
の
書
き
遺
し
た
「
今
昔

大
変
記
」
を
今
、現
代
訳
に
し
よ
う
と

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
津
波
の
押
し
寄
せ
る

前
、
中
濱
浦
の
湾
の
入
口
ま
で
潮
が

引
い
て
し
ま
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
又

津
波
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
高
台
に
上

が
っ
た
な
ら
ば
、
物
を
取
り
に
部
落

に
降
り
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
記
さ

れ
て
い
て
、
今
日
で
も
参
考
に
な
る

記
録
が
た
く
さ
ん
で
す
。

福
岡
県 

大
牟
田
市
　
幸
田
義
勝

三
池
藩
は
豊
臣
秀
吉
が
九
州
平
定

の
論
功
行
賞
で
与
え
た
１
万
８
千
石

の
領
地
で
す
。

関
ヶ
原
の
戦
で
西
軍
に
味
方
し

た
為
領
地
没
収
、
そ
の
後
加
藤
清
正

の
計
ら
い
で
、
常
陸
国
に
５
千
石
の

領
地
を
も
ら
い
旗
本
に
。
６
代
藩
主

立
花
種
周
は
若
年
寄
等
命
じ
ら
れ

る
が
、
政
争
に
敗
れ
た
角
で
領
地
没

収
、
そ
の
後
陸
奥
国
に
５
千
石
、
最

後
の
藩
主
種
恭
は
14
代
将
軍
家
茂

の
側
近
と
な
り
、
三
池
藩
再
び
立
藩

と
な
る
。

神
奈
川
県 

横
浜
市
　
皆
川
真
理
子

呉
で
は
、
千
田
武
志
「
日
清
戦
争

後
に
お
け
る
海
軍
の
私
立
造
船
所
の

育
成
と
艦
船
の
発
注　

―
川
崎
造
船

所
と
白
峰
造
船
所
を
例
と
し
て
―
」

2
0
1
5
、市
川
裕
士
「
白
峰
造
船
所

の
設
立
と
吉
浦
村
」
2
0
1
6
、
相

次
い
で
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い

る
。か

た
や
、
私
。
調
べ
る
こ
と
が
山

積
み
に
な
っ
て
い
る
。
今
は
、
論
文

の
参
考
文
献
を
集
め
て
、
学
ん
で
い

る
。
面
白
い
。

高
知
市
　
岡
﨑
洋
一
郎

私
は
芸
西
村
生
ま
れ
。
龍
馬
は
慶

応
三
年
に
暗
殺
さ
れ
た
が
前
年
の
１

月
薩
長
同
盟
成
立
の
２
日
後
寺
田
屋

で
襲
撃
さ
れ
お
龍
の
機
転
で
助
か

る
。
龍
馬
亡
き
後
お
龍
は
芸
西
の
海

援
隊
士
菅
野
覚
兵
衛
に
妹
君
枝
が
嫁

い
で
い
た
縁
で
一
時
芸
西
に
身
を
寄

せ
た
後
に
、
晩
年
は
横
須
賀
に
住
み

墓
は
同
市
大
津
の
信
楽
寺
に
在
る
。

龍
馬
に
と
っ
て
お
龍
の
存
在
は
特

別
。
お
龍
と
龍
馬
か
ら
横
須
賀
市
や

大
津
と
の
交
流
を
深
め
て
い
る
。

高
知
市
　
根
木
勢
介

幕
末
・
明
治
維
新
か
ら
1
5
0

年
の
今
年
。
龍
馬
や
慎
太
郎
な
ど
勤

王
志
士
た
ち
が
作
っ
た
政
体
や
現

在
の
日
本
文
化
も
源
流
を
辿
れ
ば
、

1
5
0
年
前
に
起
因
。
私
が
生
き
て

い
る
こ
の
時
代
が
ど
の
よ
う
に
作
ら

れ
て
来
た
の
か
、を
辿
っ
て
み
る
。
こ

の
1
5
0
年
を
、
明
治
維
新
を
、
振

り
返
る
こ
と
は
、
現
在
・
今
を
問
う

事
で
も
あ
る
。

東
京
都
　
永
田
斉
子

坂
本
龍
馬
の
妻
、
お
龍
が
愛
奏
し

た
楽
器
、
月
琴
の
演
奏
と
研
究
を
し

て
い
ま
す
。
中
国
か
ら
長
崎
に
伝

わ
っ
た
月
琴
は
幕
末
～
明
治
時
代
に

全
国
的
に
流
行
し
ま
し
た
。
お
龍
を

は
じ
め
、
幕
末
に
月
琴
を
嗜
ん
だ
人

物
の
日
記
や
手
紙
を
通
じ
て
そ
の
音

楽
の
諸
相
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
朗

読
音
楽
会
「
月
琴
で
綴
る
龍
馬
の
手

紙
」
公
演
を
通
じ
て
月
琴
の
普
及
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
　
小
美
濃
清
明

最
近
、
刊
行
し
た
「
坂
本
龍
馬
大

鑑
」に
書
い
た
こ
と
だ
が
、坂
本
龍
馬
は

「
貞
観
政
要
」
を
読
ん
で
い
た
。
こ
の

書
は
唐
の
太
宗
の
言
行
録
で
あ
り
、
中

国
の
古
典
的
名
著
で
あ
る
。
北
条
政
子

も
徳
川
家
康
も
熟
読
し
て
い
た
。

国
家
を
ど
の
よ
う
に
統
治
す
る
か

を
論
じ
て
い
る
。
龍
馬
は
漢
文
を
読

め
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
虚
像
で
あ

る
。
龍
馬
の
実
像
は
こ
れ
か
ら
の
研

究
で
分
か
っ
て
く
る
。

兵
庫
県 

神
戸
市
　
政
井
寛
保

数
多
く
あ
る
龍
馬
関
係
史
料
、
文

献
等
か
ら
後
世
に
創
ら
れ
た
イ
メ
ー

ジ
を
取
り
除
き
、
で
き
る
だ
け
史
実

に
基
づ
い
た
龍
馬
を
追
究
し
、
そ
の

上
で
龍
馬
の
魅
力
と
は
一
体
何
な
の

か
と
い
う
事
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。「
同

感
！
」と
叫
ん
で
い
る
方
も
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。今
後
も
折
に
触

れ
て
、こ
う
し
た
会
員
参
加
型
の
企
画

を
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
、

掲
載
で
き
な
か
っ
た
会
員
さ
ん
の
文

章
は
次
の
機
会
に
載
せ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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コラム・龍馬のこと

こ
ぼ
れ
話
ー
　
犬
歩
棒
当
記
（
三
十
三
）
ー

「
龍
馬
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
」

宮 

川
　
禎 

一

い
さ
さ
か
話
題
と
す
る
時
期
が
遅

れ
て
い
る
が
、
龍
馬
を
歴
史
教
科
書

か
ら
は
ず
す
問
題
を
書
い
て
お
き
た

い
。
龍
馬
は
教
科
書
に
載
せ
る
ほ
ど

の
具
体
的
活
動
を
し
て
い
な
い
（
は

ず
な
）
の
で
、
中
高
生
の
日
本
史
の

教
科
書
か
ら
は
除
外
し
て
は
ど
う

か
？
と
い
う
意
見
に
対
し
て
「
そ
れ

は
け
し
か
ら
ん
」
な
ど
と
い
う
話
題

が
平
成
29
年
末
の
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ

し
た
こ
と
を
皆
さ
ま
記
憶
さ
れ
て
い

る
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
「
た
い
し
た
こ
と
し
て
い

な
い
か
ら
載
せ
な
く
て
も
良
い
」
な

ど
と
い
う
一
見
ま
っ
と
う
そ
う
な
意

見
を
言
っ
た
り
、「
そ
う
だ
そ
う
だ

そ
の
と
お
り
」
な
ど
と
同
調
し
た
り

す
る
人
た
ち
に
は
「
う
ん
う
ん
、
あ

な
た
た
ち
に
は
そ
う
見
え
て
い
る
の

ね
」
と
言
い
た
い
。
確
か
に
教
科
書

を
書
く
歴
史
の
先
生
方
に
は
龍
馬
は

分
か
り
づ
ら
い
し
、
評
価
が
難
し
い

人
物
で
あ
る
。
伊
能
忠
敬
の
よ
う
に

定
年
後
に
天
文
学
を
勉
強
し
、

本
格
的
な
日
本
地
図
を
作
り

ま
し
た
、
と
い
う
中
高
生
に

教
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物

と
は
対
極
だ
。
龍
馬
は
あ
る

意
味
、
教
科
書
に
な
じ
ま
な

い
人
物
で
は
な
い
か
。

薩
長
同
盟
の
仲
介
者
は
坂

本
龍
馬
や
中
岡
慎
太
郎
や
土

方
久
元
ら
土
佐
出
身
者
が
中

心
だ
っ
た
こ
と
は
周
知
さ
れ

て
い
る
が
、
薩
摩
と
長
州
が

主
役
で
あ
り
、
仲
介
者
は
脇

役
、
す
な
わ
ち
龍
馬
が
居
よ

う
が
居
ま
い
が
い
ず
れ
そ
う
な
っ
た

の
だ
・
・
と
い
う
歴
史
学
者
的
な
意

見
が
そ
の
根
底
に
あ
る
よ
う
に
感
じ

る
。
筆
者
が
い
つ
も
言
っ
て
い
る
「
歴

史
が
主
役
な
の
か
？
そ
れ
と
も
人
間

が
主
役
な
の
か
？
」
と
い
う
命
題
に

行
き
つ
く
と
思
う
。

筆
者
は
「
龍
馬
は
教
科
書
に
載
せ

な
く
て
よ
い
」
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら

龍
馬
の
活
動
は
と
て
も
一
行
で
書
け

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
し
、
簡
単

に
は
評
価
で
き
な
い
複
雑
で
と
ら
え

難
い
大
人
物
だ
か
ら
だ
。
教
科
書
的

な
歴
史
観
の
外
側
に
飛
び
出
し
て
い

る
。
龍
馬
は
ウ
ィ
ス
キ
ー
の
よ
う
な

人
間
で
あ
り
、
未
成
年
者
に
は
ま
だ

早
い
。
多
少
な
り
と
も
社
会
経
験
を

積
ん
で
か
ら
『
竜
馬
が
ゆ
く
』
を
読

ん
で
も
遅
く
は
な
い
と
思
う
。「
龍
馬

は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
」で
あ
る
。（
こ

れ
は
逆
説
的
な
褒
め
言
葉
で
す
。
こ

う
書
く
と
子
供
も
こ
っ
そ
り
読
み
た

く
な
る
の
で
大
丈
夫
）

高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会
〒 781-0262 高知市浦戸城山 830

TEL（088）841- 0001　FAX（088）841- 0015
mail:gendai-ryoma@kochi-bunkazaidan.or.jp

教科書からははずせない「鳥羽伏見の戦い」
の開戦地石碑

坂本龍馬の生涯において欠かす事のできない人物の一人が勝
海舟である。私も大好きな人物だ。そこでご存知の方も多いと
思われるが海舟と龍馬の関係を海舟の史料を基に少し触れてみ
ようと思う。海舟の日記に龍馬が登場したのは文久２年（1862）
12 月 29 日（この年は大晦日）が最初である。入門時期や小説や
ドラマで描かれてきた劇的な入門をしたのかは「氷川清話」に
少し書かれているが、海舟の性格上、記録は不得意で日付の間違
いや重要な事実の欠陥が多いらしく、正確には不明である。注
目すべきは日記には、しばしば坂本龍馬にだけは「龍馬子」と
「子」をつけている。これは傑出した存在である事を認めた事の
表現らしく、優れた人物だと評価されていた。その海舟と行動
を共にしながら元治元年（1864）８月 23 日を最後に海舟の日記
から消えてしまう。接触が皆無だったとは考えにくいが、後は
伝聞として一回登場するのみで次は龍馬死後である。さてその
伝聞が私には重要に思われる。その伝聞とは薩長密約に関して
だ。慶応二年（1866）１月 21 日薩長交渉が行なわれ、同２月５
日に桂の書面に裏書をする。その間、大久保一翁や幕府関係者に
も摑めなかった情報を同２月１日に海舟は知っていた。しかも
その間を周旋していたのが弟子の龍馬である事も知っていた。
どこからその情報を得たのかは不明であるが、海舟と龍馬との
関係が続いていた可能性も十分に考えられる。最後に海舟と龍
馬の共通点に注目してみた。（庶民と共に育った下級武士）これ
が龍馬の原点であり、海舟も同じ様な環境で育ってきた。故宮
地佐一郎氏が江戸っ子と土佐人は気が合うと仰っていたそうで、
その様な事も二人の絶妙な師弟関係にも影響があったのではな
いか。少しではあるが海舟と龍馬の関係性について追ってみた。

「勝海舟と坂本龍馬」
政井　寛保

第10回
高知県立坂本龍馬記念館　現代龍馬学会 研究発表会

テーマ 	 明治維新150年
	 ～龍馬が目指した新国家～
日　時	 2018年5月26日（土） 10：00~17：20
会　場	 高知県立坂本龍馬記念館 新館ホール　
定　員	 120名（参加無料・要申込）

【特別講演】
10：10~	 角

つ の

鹿
が

 尚
な お か づ

計 氏（福井市立郷土歴史博物館 館長）

「福井藩と坂本龍馬―特に『越行の記』・『新国家』書簡を中心に—」

【研究発表】
11：40～	 網谷 喜行 氏（鹿児島県立短期大学名誉教授・「吉田」本家末裔）

「二つの『明治維新』と吉田東洋の藩政改革」
14：00～	 岩﨑 義郎 氏（NPO法人土佐観光ガイドボランティア協会顧問）

「西郷隆盛、二度の土佐来国」
15：00～　中村 茂生 氏（高知大学非常勤講師）

「『海援隊』はどう描かれたか―戦前期の舞台と映画から」

16：10～　髙山 嘉明 （坂本龍馬記念館学芸員）

「幕末期京都における土佐藩の活動」

参加ご希望の方は現代龍馬学会事務局までお申込みください｡

【お申込み・お問合わせ】
高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会事務局
電 話	 088-841-0001　　F A X　088-841-0015
MAIL	 gendai-ryoma@kochi-bunkazaidan.or.jp
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